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　“世の中、一寸先は闇”とか“来年のことを言う

と鬼が笑う”とはよく言ったものです。２年前ま

で、“Lock down” と か“Stay home”、“Social 

distance”というような事態はわれわれは全く想定

していませんでした。ようやくコロナ感染の第５波

が終息しましたが、新年はどうなっているでしょう。

第５波の終息はワクチン効果が第一の原因でしょう

が、抗体が減ってきたのか欧米等ではまた増加して

きています。

　コロナ禍で世の中が変わりました。最も大きい変

化はリモート交流の増加でしょう。学会、講演会は

言うに及ばず、Media番組でのコメンテーターもリ

モートで出演しています。しかしリモートの何と味

気ないことか。画面を視聴して情報を得ることはで

きますが、それだけのことです。学会で友と旧交を

温めるとか、美味しい料理を堪能したり、その土地

のMeuseum訪問等ができず、大仰にいえば人生の

楽しみや潤いがなくなりました。交通費や宿泊費の

出費はゼロですが、その分、関連業界は赤字となり、

経済は低迷し自殺者も増加しました。

　感染症の怖さも、否応なく知ることとなりました。

飛沫感染が主とされるCOVID-19の伝染力の強さに

は驚きで、インフルエンザの比ではなく、あっとい

う間にあちこちにクラスターが発生します。致死率

が低い（？）のが不幸中の幸いです。“喉元過ぎれ

ば熱さを忘れる”のが人の常とは言え、今後は流石

にマスクや手洗いの重要性には当分留意することで

しょう。東日本大震災での原発事故も電源喪失とい

う想定外のことが原因でした。今後は“起き得るこ

とは起きる”と腹を括れということでしょう。私も

麻酔薬等でのアナフィラキシー・ショックはお陰様

で（極めて低い確率とはいえ）今のところ経験して

おりませんが、それは一応luckyなことなのでしょ

う（恐い・・・）。これまで週１回ほど行っていた

居酒屋詣でも“Stay home”で足は遠のきました。

しかし宅呑みは量がいかず、体から徐々にアルコー

ルが抜けていく感じです。健康には良いですが、何

やらメリハリが無く惰性で日々の診療が過ぎていき

ます。

　何やら締まりのない結びになりました。駄文で貴

重なページを割いてしまい申し訳ありません。皆様

の本年のご幸運、ご健康を祈念し筆を擱きます。
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コロナ禍に思う

　当院でも昨年５月から通院中の患者に限定して、

自院でのコロナワクチン接種を始めました。通常診

療と並行して接種していましたので、１週間に数バ

イアルを消費する程度の規模でした。当初はワクチ

ンの供給量に大きな制限はありませんでした。

　ところが７月になって配給元に見込み違いと計算

間違いがあったらしく、ワクチン供給数が不足する

と言われ始めました。同月16日から25日まで供給停

止となりました。再開後は数量制限が行われるよう

になり、割り当て制になりました（８月31日に札幌

市より増量希望の場合は２週前までに連絡するよう

にとの通達がありましたが、スケジュール的に現実

的ではないので増量希望はしませんでした）。発注

は１週毎にすることになり、発注時に１週間の接種

予定も報告することになりました。ワクチン供給量

が制限されることになるので、この時点で接種予定

人数を下方修正しました。１回分も無駄にはできな

いので綱渡りをしているような予約状況となりまし

た。接種数の報告もそれまでは数回分を一括して報

告していましたが、各回終了後ただちに行うことに

なりました。

　ファイザーからの製品情報は以前から頻繁に送ら

れてきていましたが、この頃より厚生労働省や札幌

市からの問い合わせや調査の文書も頻繁にメールさ

れてくるようになりました。毎日のように何通かの

返信をメールにて送り出すようになりました。数字

を記載する際には間違えないようにと神経を集中さ

せます。

　注文したワクチンは私の職場の開院１時間前に配

達されますので、その日は早出となります。週１日

とはいえ毎週続くとなかなか大変になってきます。

予診票を回収するために毎日来訪する郵便局員も大

変です。回収物がない日でも訪問しないわけにはい

かないそうです。接種予約は電話で受け付けていま

すが、かかりつけではない人達からの予約申し込み

が急激に増える時期があります。この際は電話対応

している職員が目まぐるしく忙しくなります。

　11月になり２回目接種が完了しました。それ以来

私の職場は平穏な日々を取り戻しました。３回目の

接種の際は、必要数を的確に把握して遅滞なくワク

チンを配給していただけるように配給元にお願いし

たいと思います。
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